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先
ず
、【
介
護
保
険
の
全
体
的

評
価
】
で
は
、
介
護
保
険
の
実
態

が
「
老
人
慢
性
医
療
・
介
護
（
長

期
ケ
ア
）
保
険
」
で
あ
り
、
こ
れ

は
介
護
保
険
法
第
一
条
（
法
の
目

的
）
か
ら
も
明
ら
か
で
、
介
護
保

険
は
福
祉
だ
け
で
な
く
、
医
療
に

も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。又
、

介
護
保
険
は
、
厚
生
省
が
今
世
紀

末
か
ら
二
十
一
世
紀
初
頭
に
予
定

し
て
い
る
「
社
会
保
障
構
造
改
革

具
体
化
の
第
一
歩
」
で
あ
り
、
そ

れ
に
は
三
つ
の
理
由
が
あ
る
。
一

つ
目
に
、
介
護
保
険
は
、
わ
が
国

の
社
会
福
祉
制
度
の
根
幹
で
あ
る

低
所
得
者
優
先
の
措
置
制
度
を
解

体
し
、
中
所
得
者
中
心
の
保
険
制

度
に
再
編
成
す
る
「
第
一
歩
」
に

な
る
。
二
つ
目
は
、
わ
が
国
の
社

会
保
障
制
度
全
体
を
公
私
二
階
建

て
制
度
に
再
編
成
す
る
。
三
つ
目

は
「
医
療
保
険
改
革
の
実
験
」
に

な
る
。
又
、「
介
護
保
険
は
医
療

保
険
の
介
護
版
」
で
は
な
く
、
逆

に
介
護
保
険
に
は
医
療
保
険
に
な

い
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
目

は
、
利
用
の
た
め
の
手
続
き
が
極

め
て
複
雑
で
、
保
険
証
一
枚
あ
れ

ば
、
自
由
に
医
療
機
関
を
受
診
で

き
る
医
療
保
険
と
は
逆
で
あ
り
、

二
つ
目
は
、
医
療
保
険
に
比
べ

て
、
給
付
の
範
囲
と
水
準
が
極
め

て
限
定
的
で
あ
る
。

【
介
護
保
険
の
将
来
予
測
】
で

は
、
五
年
か
ら
十
年
で
二
〇
〇
〇

年
以
降
に
創
設
予
定
の
高
齢
者
医

療
保
険
制
度
と
統
合
さ
れ
、「
高

齢
者
医
療
・
介
護
保
険
制
度
」
に

再
編
成
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
予
測
は
、
あ
く
ま
で
独
立
し

た
「
制
度
」
と
し
て
の
介
護
保
険

の
存
続
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

医
療
・
福
祉
関
係
か
ら
よ
く
出

さ
れ
る
介
護
保
険
の
将
来
に
関
す

る
三
つ
の
質
問
、
加
齢
条
項
は
削

除
さ
れ
る
か
、
現
金
給
付
は
導
入

さ
れ
る
か
、
北
欧
並
み
の
介
護
が

実
現
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
残
念
な
が
ら
ノ
ー
で
あ
る
。

介
護
保
険
が
医
療
・
福
祉
施
設
に

与
え
る
影
響
は
三
点
あ
る
。

第
一
は
、
介
護
保
険
で
は
医
療

施
設
・
福
祉
施
設
間
の
競
争
が
激

化
し
、
そ
れ
の
勝
者
は
「
保
健
・

医
療
・
福
祉
複
合
体
」、
敗
者
は

医
療
分
野
で
も
福
祉
分
野
で
も
、

孤
立
し
た
単
独
施
設
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
介
護
保
険
及
び
二
〇

〇
〇
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
医
療

法
の
第
四
次
改
正
に
よ
り
、
病
院

の
機
能
分
化
が
促
進
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
老
人
慢
性
患
者
を
多
数
受

け
入
れ
て
い
る
一
般
病
院
の
従
来

ど
お
り
の
存
続
は
不
可
能
に
な
る
。

第
三
は
介
護
保
険
に
よ
り
営
利

企
業
の
医
療
・
福
祉
分
野
へ
の
参

入
が
進
む
が
、
そ
れ
は
将
来
的
に

も
経
済
的
理
由
に
よ
り
限
定
的
と

思
わ
れ
る
。

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
複
合
体
】

の
定
義
と
全
体
像
と
い
う
の
は
、

単
独
法
人
ま
た
は
関
連
・
系
列
法

人
と
と
も
に
、医
療
施
設（
病
院
・

診
療
所
）
と
な
ん
ら
か
の
保
健
・

福
祉
施
設
の
両
方
を
開
設
し
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
的
に
提
供
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
複
合
体
の
全
国
調
査
に

よ
れ
ば
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
三
割
が
私
的
医
療
機
関
を
母
体

に
し
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

は
五
割
で
あ
る
。
私
的
病
院
・
老

人
保
健
施
設
・
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
三
点
セ
ッ

ト
を
開
設
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
は
、
そ
の
八
割

が
医
療
法
人
の
病
院
を
母

体
に
し
て
い
る
。た
だ

し
、
複
合
体
に
は
プ
ラ
ス

面
と
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
る

の
で
、
各
施
設
・
法
人
の

情
報
公
開
の
制
度
化
と
マ

イ
ナ
ス
面
の
発
生
の
監
視
・
予
防

が
必
要
で
あ
る
。

講
演
の
後
、
参
加
し
た
会
員
等

か
ら
、
介
護
保
険
の
ゆ
く
え
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
明
確
な
回
答

を
い
た
だ
い
た
。
な
か
で
も
、
介

護
保
険
の
未
来
は
何
も
決
ま
っ
て

い
な
い
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
今
後

介
護
支
援
専
門
員
が
ど
う
考
え
、

ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
く

の
か
、
我
々
の
課
題
を
改
め
て
認

識
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

日
頃
よ
り
介
護
支
援
専
門
員
の

皆
様
に
は
、
介
護
保
険
制
度
の
円

滑
な
施
行
に
対
し
ご
尽
力
い
た
だ

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ

て
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指

定
開
始
以
降
、
他
県
の
一
部
事
業

者
に
お
い
て
同
一
系
列
事
業
体
が

よ
り
多
く
の
利
用
者
を
獲
得
す
る

た
め
に
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

を
窓
口
に
、
要
介
護
認
定
の
申
請

代
行
を
無
料
で
行
う
こ
と
を
強
調

し
た
り
、
そ
の
後
の
計
画
作
成
や

同
一
系
列
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
予
約

の
勧
誘
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
状

況
が
判
明
し
ま
し
た
。
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
は
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

か
ら
独
立
し
た
公
正
中
立
の
遵
守

が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
厚
生
省

よ
り
九
月
十
四
日
付
け
で
文
書
指

導
が
あ
り
、
既
に
指
定
済
み
の
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
に
は
、
当
室

よ
り
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
指
定
基
準

に
も
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
に
従
事
さ
れ
る
介

護
支
援
専
門
員
の
皆
様
に
は
、
今

後
と
も
厳
格
に
対
処
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
以
下
、
厚
生
省
文
書
指
導
の

概
要
で
す
。
詳
し
く
は
本
文
等
で

ご
確
認
願
い
ま
す
。

一

要
介
護
認
定
調
査
類
似
行
為

の
禁
止：

利
用
者
の
理
解
も
な

く
市
町
村
が
法
に
基
づ
き
行
う

要
介
護
認
定
の
調
査
と
の
誤
解

を
与
え
る
よ
う
な
方
法
で
類
似

行
為
を
実
施
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
。

二

要
介
護
認
定
申
請
の
代
行：

要
介
護
認
定
申
請
の
代
行
は
利

用
者
か
ら
依
頼
が
あ
る
こ
と
が

前
提
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
計
画

作
成
の
利
用
者
獲
得
を
意
図
し

て
代
行
の
勧
誘
を
行
う
こ
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。

三

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の

予
約：

サ
ー
ビ
ス
計
画
利
用
者

の
獲
得
誘
導
の
た
め
、
指
定
基

準
に
定
め
ら
れ
た
重
要
事
項
記

載
の
文
書
に
よ
る
説
明
等
を
行

わ
ず
に
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
の

予
約
を
先
行
し
て
受
け
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
な
い
。

四

居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
予

約：

指
定
基
準
に
基
づ
き
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
や
利
用
料
等
を
説

明
し
、
利
用
者
の
選
択
と
い
っ

た
手
続
き
が
な
い
ま
ま
、
特
定

の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
る
利

用
予
約
を
先
行
し
て
行
う
場
合

は
、
指
定
基
準
違
反
と
し
て
指

定
取
消
が
あ
り
得
る
。

五

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

の
公
告：

指
定
居
宅
介
護
支
援

事
業
と
同
一
系
列
事
業
体
の

サ
ー
ビ
ス
の
広
告
を
併
せ
て
行

う
こ
と
等
は
、
指
定
基
準
の
適

正
な
情
報
提
供
規
定
に
違
反
す

る
恐
れ
が
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。

六

認
定
調
査
と
課
題
分
析
の
実

施：

継
続
事
例
で
利
用
者
の
依

頼
の
意
志
が
明
ら
か
な
場
合
を

除
き
、
要
介
護
認
定
調
査
に
併

せ
て
課
題
分
析
を
実
施
す
る
こ

と
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な

い
。

七

要
介
護
認
定
調
査
の
際
の
営

業
活
動
の
禁
止：

認
定
調
査
実

施
時
に
サ
ー
ビ
ス
計
画
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
予
約
、
特
定
事
業

者
の
広
告
を
行
う
こ
と
等
は
指

定
基
準
違
反
と
し
て
指
定
取
消

が
あ
り
得
る
。

（
平
成
十
年
度
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
修
了
者
に
対
す
る
補
習

研
修
に
つ
い
て
）

補
習
研
修
は
、
認
定
調
査
に
関

す
る
「
要
介
護
認
定
研
修
」（
十

二
月
に
二
日
間
）
終
了
、
次
に
給

付
管
理
業
務
の
方
法
等
に
か
か
る

「
基
本
研
修
」（
十
二
年
一
月
以

降
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
必
修

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
介
護
支
援

専
門
員
と
し
て
業
務
に
従
事
す
る

予
定
の
方
は
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。日
程
等
、詳
細
は
個
別
に
連
絡

を
し
ま
す
（
別
表
参
照
）。
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保健・医療・福祉複合体

徳徳
島島
県県
介介
護護
保保
険険
推推
進進
室室
かか
らら

〜
介
護
保
険
は
医
療
保
険
改
革
の
実
験
〜

平
成
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
午
後
三
時
か
ら
「
徳
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
第
二
回
講
演
会
」
が

当
協
会
会
員
・
非

会
員
あ
わ
せ
て
一
九
一
人
の
参
加
を
得
て
、
四
国
大
学
音
楽
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

講
師
の
先
生
は
、
医
療
経
済
学
・
医
療
政
策
研
究
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
が
ご
専
門
で
、
最
近
で
は
医
療
保
険
改
革

と
介
護
保
険
に
つ
い
て
幅
広
く
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
二
木
立
先
生
で
、「
介
護
保
険
と
保

健
・
医
療
・
福
祉
複
合
体
」
の
テ
ー
マ
で
二
時
間
に
わ
た
り
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

以
下
、
講
演
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
た
い
。

略

歴

一
九
四
七
年
七
月
十
二
日
生
ま
れ

一
九
七
二
年
三
月

東
京
医
科
歯
科
大
学

医
学
部
卒
業

一
九
七
二
年
四
月

公
益
法
人
財
団
・

代
々
木
病
院
内
科
（
研
修
医
）

一
九
七
四
年
五
月

東
京
大
学
医
学
部
附
属

病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
医
員

一
九
七
五
年
七
月

代
々
木
病
院
理
学
診
療

科（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）開
設

に
参
加

同
科
科
長
、
同
病
院
病
棟
医
療
部
長

・
救
急
医
療
部
長
、
同
財
団
理
事

を
経
て
、

一
九
八
五
年
四
月

日
本
福
祉
大
学
社
会
福

祉
学
部
教
授
、
現
在
に
至
る
。

一
九
九
二
年
八
月
〜
一
九
九
三
年
八
月

Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
公
衆
衛
生
学
大
学
院
客
員

研
究
員
。

お

礼

こ
の
度
の
第
二
回
講
演
会

は
、『
徳
島
銀
行
生
涯
学
習
振

興
財
団
助
成
事
業
』
の
一
環
と

し
て
、
介
護
保
険
制
度
の
運
営

を
支
え
る
介
護
支
援
専
門
員
の

方
々
が
学
識
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
、
医
療
経
済
学
や
医
療
政
策

に
精
通
し
て
お
ら
れ
る
二
木
立

先
生
を
お
招
き
し
盛
大
に
挙
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
紙
面
を
も
っ
て
、
ご

助
成
頂
き
ま
し
た
徳
島
銀
行
生

涯
学
習
振
興
財
団
に
深
く
感
謝

の
意
を
申
し
述
べ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。
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徳島事務局０８８‐６６９‐３００１

定 員

各２５０名

内容 �介護保険制度における県内の取り組み状況
�要介護認定基準について
�訪問調査の実施方法について

各２５０名

内容 �認定審査会における審査・判定について
�訪問調査項目の疑義について再確認

場 所

徳島県教育会館
５階 小ホール

徳島県教育会館
５階 小ホール

日 時

平成１１年１２月３日�～

平成１１年１２月９日�

平成１１年１２月１３日�～

平成１１年１２月１６日�

（前期）

（後期）

要

介

護

認

定

研

修

定 員

未定

内容 ・介護サービス計画の作成等
・給付管理業務
・事業者及び施設人員運営基準等

場 所

未定

日 時

未定（平成１２年１月以降）
半日程度のカリキュラムを予定

基

本

研

修

二木 立 氏

（１）平成１１年１２月２０日 第２号徳島県介護支援専門員協会ニュース
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介
護
保
険
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

開
催
し
て

介
護
保
険
制
度
の
広
報
活
動
と

介
護
支
援
専
門
員
協
会
の
Ｐ
Ｒ
を

目
的
と
し
た
こ
の
催
し
は
、「
そ

ご
う
」
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力

に
よ
り
、
去
る
九
月
十
一
日
・
十

二
日
、
敬
老
の
日
を
目
前
に
し
た

土
・
日
に
介
護
用
品
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
開
催
し
た
。

当
日
は
、
多
く
の
会
員
の
協
力

を
得
て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・

行
政
分
野
の
会
員
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
を
活
か
し
て
来
所
者

の
相
談
に
当
た
る
事
が
で
き
た
。

新
聞
・
Ｔ
Ｖ
を
見
て
開
場
と
同

時
に
相
談
に
来
た
人
、
二
Ｆ
玄
関

で
Ｐ
Ｒ
に
当
た
っ
て
い
る
会
員
か

ら
チ
ラ
シ
を
貰
っ
て
訪
れ
た
人
、

制
度
の
説
明
を
聞
き
に
来
た
人
、

奥
さ
ん
が
少
し
痴
呆
が
出
て
き
た

と
二
人
で
来
所
し
た
老
夫
婦
、
祖

父
が
寝
た
き
り
に
な
り
、
申
請
方

法
等
を
尋
ね
に
来
た
孫
、
一
人
暮

ら
し
で
老
後
が
心
配
な
の
で
介
護

保
険
で
何
が
し
て
も
ら
え
る
の
か

教
え
て
欲
し
い
と
中
高
年
婦
人
、

息
子
夫
婦
と
同
居
し
た
い
が
難
し

い
と
い
っ
た
身
の
上
相
談
な
ど
、

内
容
は
様
々
だ
っ
た
。

特
に
多
か
っ
た
の
は
、
介
護
保

険
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
で
、
利

用
に
つ
い
て
は
、
申
請
主
義
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
ず
、
市
町
村
か
ら

申
請
書
が
送
ら
れ
て
き
た
人
が
要

支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
る
と

思
っ
て
い
た
人
も
い
た
。
ま
た
、

介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
と
医
療
保
険
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
と
思
っ
て
い
た
人
も
お
り
、

風
邪
を
ひ
い
た
ら
ど
う
な
る
の
か

と
い
っ
た
質
問
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
買
い
物
の
合
間
に
パ

ネ
ル
を
見
る
人
も
多
く
、
二
日
間

を
通
し
て
予
想
以
上
の
来
所
者
が

あ
り
、
介
護
用
品
の
販
売
に
つ
い

て
は
、
い
つ
も
の
七
倍
も
の
売
り

上
げ
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
た
私

達
も
、
ま
だ
ま
だ
制
度
を
知
ら
な

い
人
が
多
い
の
に
驚
い
た
と
同
時

に
、
介
護
支
援
専
門
員
と
い
う
職

種
が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
に
理
解
さ

れ
て
い
な
い
事
を
残
念
に
思
い
、

再
度
「
介
護
保
険
相
談
コ
ー

ナ
ー
」を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

ら
、
先
ず
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
相
談
を
！
と
私
達
を
身
近
な
存

在
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
自

己
研
鑽
を
積
む
と
共
に
本
協
会
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ソ
フ
ト
説
明
会

さ
る
九
月
七
日
、
介
護
保
険
関

係
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
説
明
会

を
徳
島
県
文
化
の
森
二
十
一
世
紀

館
に
て
行
い
ま
し
た
。
参
加
企
業

十
五
社
（
別
表
参
照
）
に
よ
る
プ

レ
ン
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
モ
展

示
・
カ
タ
ロ
グ
資
料

展
示
に
多
く
の
方
が

来
ら
れ
午
前
十
時
よ

り
午
後
五
時
ま
で
の

間
、
各
会
場
は
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
当
日
朝
は
、
開

場
前
に
も
か
か
わ
ら

ず
入
り
口
に
は
開
始

を
待
つ
方
が
多
く
お

ら
れ
、
九
時
三
十
分

の
開
場
の
際
に
は
受

付
に
長
蛇
の
列
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
開
会
式
の
開
始
を

十
分
遅
ら
せ
る
こ
と

と
な
り
、
こ
の
予
想

を
超
え
る
多
く
の
来

場
に
ス
タ
ッ
フ
一
同

驚
き
と
喜
び
と
安
堵

の
胸
を
な
で
お
ろ
し

ま
し
た
。

イ
ベ

ン
ト
は

午
後
五

時
に
予

定
通
り

無
事
終

了
す
る

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。

来
場
者
は
朝
の
混
乱
も
あ
り
記
帳

い
た
だ
け
な
か
っ
た
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
が
延
べ
で
六
百
名
を
超
え

る
方
が
来
ら
れ
、改
め
て
関
心
の

高
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
様
な
企
画
を
し
て
参
り
た

く
、
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
協
会
ま

で
お
寄
せ
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

本
年
十
月
よ
り
要
介
護
認
定
の
た
め

の
訪
問
調
査
お
よ
び
認
定
審
査
会
の
開

催
が
県
内
各
市
町
村
で
開
始
さ
れ
、
さ

ら
に
要
介
護
度
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
が
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
十
一
月
に

は
、
県
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
支
援
計
画
策
定
委
員
会
に
お

い
て
も
、
徳
島
県
に
六
つ
の
高
齢
者
保

健
福
祉
圏
を
設
定
す
る
こ
と
、
介
護
保

険
施
設
の
必
要
入
所
定
員
総
数
、
施
設

の
整
備
等
に
つ
い
て
の
審
議
事
項
を

「
徳
島
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に

係
る
中
間
報
告
書
」
と
し
て
県
知
事
に

提
出
し
、
平
成
十
二
年
四
月
の
介
護
保

険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
む
け
、
着
々
と

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
訪
問
調
査
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

に
か
か
わ
る
の
が
介
護
支
援
専
門
員
で

あ
り
、
そ
の
業
務
は
介
護
保
険
制
度
運

用
の
要
と
な
る
職
種
で
す
。
従
っ
て
介

護
支
援
専
門
員
に
は
あ
た
た
か
い
い
た

わ
り
の
心
が
必
要
で
し
ょ
う
し
、
ま
た

医
療
・
保
健
・
福
祉
関
係
の
専
門
的
知

識
、
技
術
も
必
要
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
向
上
・
連
携
の
た
め
に
も
協
会
設
立

の
目
的
が
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
ま

す
。
全
国
に
先
が
け
て
の
「
徳
島
県
介

護
支
援
専
門
員
協
会
」
設
立
に
対
し
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
今
後
ま

す
ま
す
の
発
展
・
活
躍
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。

県
歯
科
医
師
会
で
は
介
護
保
険
に
積

極
的
に
関
与
す
べ
く
「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
」
の
機
能
充
実
を
は
か
る
た
め
の

体
制
作
り
を
完
了
し
、
さ
ら
に
今
回
新

た
に
「
口
腔
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
立
い
た
し
ま
し
た
。

口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
へ
の
理
解
は
残

念
な
が
ら
ま
だ
充
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
嚥
下
性
肺
炎
の
病
原
菌
は

口
腔
内
に
常
在
し
て
お
り
、
不
潔
な
口

腔
状
態
で
食
物
を
誤
嚥
す
る
と
発
症
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
予
防
に

は
口
腔
清
掃
を
徹
底
し
、
口
腔
衛
生
を

心
が
け
る
口
腔
ケ
ア
が
重
要
な
の
で

す
。
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご

相
談
が
あ
れ
ば
是
非
「
口
腔
ケ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
」
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

今
年
も
ま
た
多
く
の
介
護
支
援
専
門

員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
十

二
年
四
月
一
日
介
護
保
険
制
度
の
ス

タ
ー
ト
に
向
け
て
既
に
要
介
護
認
定
が

始
ま
り
、
い
よ
い
よ
介
護
保
険
本
番
と

い
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
全
国
に
先
駆
け

て
介
護
支
援
専
門
員
協
会
が
設
立
さ

れ
、
介
護
保
険
下
で
の
高
齢
者
の
生
活

支
援
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
介
護
は
国

民
み
ん
な
の
課
題
と
し
て
、
お
互
い
に

支
え
合
っ
て
い
く
制
度
と
し
て
の
介
護

保
険
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
制

度
が
障
害
を
持
つ
高
齢
者
の
自
立
支
援

の
た
め
に
、
当
初
の
期
待
ど
お
り
の
成

果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
こ
の
制
度
の

中
核
と
な
る
介
護
支
援
専
門
員
の
皆
様

方
の
活
躍
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
協
会
設
立
に
よ
り
、
本

県
で
は
福
祉
従
事
者
と
し
て
は
最
大
の

組
織
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
来
か
ら
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

が
い
わ
れ
な
が
ら
、
法
の
枠
組
、
資
格

制
度
の
違
い
な
ど
か
ら
十
分
な
機
能
が

発
揮
出
来
な
か
っ
た
点
が
指
摘
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

私
た
ち
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会

は
、
従
来
か
ら
職
種
・
職
域
を
越
え
た

組
織
と
し
て
広
く
参
加
を
求
め
、
福
祉

処
遇
向
上
の
た
め
、
お
互
い
の
研
鑽
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
、
介
護
を
中
心
に
介
護
支
援
専

門
員
と
い
う
一
つ
の
資
格
制
度
と
し
て

医
療
・
保
健
・
福
祉
の
三
者
が
同
じ
土

俵
で
活
動
出
来
る
こ
と
に
な
り
、
従
来

以
上
の
連
携
が
図
ら
れ
、
地
域
福
祉
推

進
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

い
ま
介
護
保
険
と
い
う
仕
組
み
の
中

で
、
改
め
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
利

用
者
の
権
利
擁
護
が
問
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
か
ら
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
と
こ
の
問
題
に
深
く
か
か
わ
っ

て
い
く
皆
様
方
が
組
織
の
充
実
を
図
り

本
県
の
ケ
ア
レ
ベ
ル
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

徳島県歯科医師会

会長 川田 雄祥介護支援専門員協会に期待するもの徳島県ソーシャルワーカー協会

会長 丸川 悦司

介護保険相談イべント（そごうデパート）

合計
１０６
７８
２７
１
２７
７９
７１
６
２
２
２
３
２
２
１
１
１
１
１２
７３
４４
３２
１７
１２

９月１２日
５６
４３
１２
１
１５
４１
４２

２
１
２
１
１
１
１
５
３６
２３
１０
１１
６

９月１１日
５０
３５
１５
０
１２
３８
２９
６
２
２
２
１
１

７
３７
２１
２２
６
６

１号被保険者
２号被保険者
その他
男性
女性
徳島市
羽ノ浦町
那賀川町
市場町
石井町
小松島市
板野町
松茂町
鳴門市
脇町
日和佐町
藍住町
不明
制度について
保険料について
利用の方法
現行サービス
その他

実施日
相談者数
対象者別

男女別

市町村別

相談内容

ＦＡＸ番号
０７２７‐２９‐６００２
０６‐６２３３‐２７２２
０８９‐９０５‐８２２２
０２７０‐２１‐５７５７
０８７‐８３１‐４８２１
０８８‐６２５‐０４２２
０８６‐２２６‐７５３０

０７８‐３４１‐３５４８
０３‐３２１１‐４３７２
０８７‐８３６‐０２６５
０８７‐８６９‐８８２２
０８８‐６２５‐３８０９
０３‐３５５６‐６２３５
０８８‐６３７‐２１１８

電話番号
０７２７‐２９‐６７２５
０６‐６２３３‐２７１０
０８９‐９０５‐１０５５
０２７０‐２１‐５５９９

０８８‐６２５‐０４１１
０８６‐２２６‐７５２２
０８６‐２３１‐２２６６
０７８‐３４１‐４７０３
０３‐３２８３‐９１１８
０８７‐８３６‐０２６１
０８７‐８６９‐８８１１
０８８‐６５４‐４４９１
０３‐３５５６‐６２３４
０８８‐６３７‐２１１７

会 社 名
蝶理情報システム�
ニッセイ情報テクノロジー�
�ワイズマン
サンデンシステムエンジニアリング�
日本事務器�
�ＮＴＴデータ
�富士通岡山システムエンジニアリング
丸善�
�メディス
明治生命保険相互会社
�三菱電機ビジネスシステム
ＲＮＣコンピュータシステム�
四国リコー�
�エオス
ネットワーク・マネージメント・サービス

業業
務務
委委
員員
会会

運運
営営
委委
員員
会会

各各

委委

員員

会会

のの

活活

動動

報報

告告

第２号 平成１１年１２月２０日（２）徳島県介護支援専門員協会ニュース
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訪
問
調
査
を
行
っ
て
の

気
づ
き
や
感
想

ひ
だ
ま
り
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

保
健
婦

高
崎

梅
子

準
備
介
護
認
定
の
訪
問
調

査
を
二
十
名
近
く
行
い
ま
し

た
が
、
私
は
在
宅
の
方
ば
か

り
で
し
た
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

に
い
ま
す
関
係
で
、
今
ま
で

よ
く
関
わ
っ
て
い
る
方
と
初

め
て
の
方
と
で
は
違
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
は
、
前
も
っ

て
連
絡
を
し
て
一
番
本
人
を

よ
く
わ
か
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
が
同
席
で
き
る
時
間
を

選
ん
で
行
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
し
ま
す
と
、「
ど
な

ん
な
る
ん
で
？
」
と
聞
か
れ

る
事
が
多
い
で
す
。

調
査
事
態
は
そ
れ
程
時
間

は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
介
護

者
の
お
話
を
聞
く
事
が
ど
う

し
て
も
長
く
な
り
ま
す
。
介

護
保
険
料
も
ま
だ
は
っ
き
り

と
決
ま
ら
な
い
、
福
祉
用
具

の
レ
ン
タ
ル
料
も
決
ま
っ
て

い
な
い
状
態
の
中
で
家
族
の

方
は
そ
れ
を
一
番
知
り
た

が
っ
て
い
ま
す
の
で
在
介
に

所
属
し
て
い
る
職
員
と
し
ま

し
て
は
つ
ら
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

た
だ
、
現
場
に
調
査
に

行
っ
て
感
じ
た
事
は
地
域
性

も
あ
る
の
か
も
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
現
在
は
無
料
で
受
け

て
い
る
の
が
一
割
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
の
で
「
ど
う
し

て
も
の
時
例
え
ば
介
護
者
が

倒
れ
る
等
」
以
外
は
ケ
ア
プ

ラ
ン
で
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

承
諾
し
て
も
次
か
ら
は
受
け

な
い
ケ
ー
ス
が
で
る
の
で

は
？
と
も
思
い
ま
し
た
。

調
査
に
あ
た
っ
て
最
も
気

を
つ
か
っ
た
の
は
独
居
・
高

齢
者
世
帯
で
現
在
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が

ら
、在
宅
生
活
を
送
っ
て
居

ら
れ
る
方
の
時
で
し
た
。

「
来
年
四
月
ま
で
は
今
の

ま
ま
で
い
け
る
か
ら
自
立
と

で
て
も
あ
わ
て
な
い
様
に
」

と
丁
寧
に
念
を
お
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
は
二
次
判
定

で「
要
支
援
」以
上
と
な
り
、

皆
さ
ん
喜
ん
で
お
電
話
下
さ

い
ま
し
た
。「
一
人
暮
ら
し
」

「
高
齢
者
世
帯
」
の
場
合
の

二
次
判
定
は
「
本
人
」
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
が
家
族
状

況
も
く
み
取
っ
て
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

や
む
を
え
ず
独
居
し
て
い

る
人
、
何
と
か
二
人
で
助
け

合
い
な
が
ら
在
宅
生
活
を

送
っ
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん

お
い
で
で
す
。
こ
の
様
な

方
々
が
末
永
く
生
き
甲
斐
を

感
じ
て
在
宅
生
活
が
送
れ
る

様
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
ら
い

い
な
ー
と
思
い
ま
す
。
ま
た

高
齢
者
の
家
族
が
高
齢
者
を

介
護
な
さ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

で
も
、
介
護
者
支
援
の
配
慮

が
大
切
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。感

想
は
非
常
に
難
し
く
て

（
高
齢
者
は
変
化
が
は
げ
し

い
）、
責
任
の
あ
る
（
現

実
に
介
護
度
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
れ
る
金
額

が
決
ま
る
）
仕
事
と

言
う
の
が
私
が
訪

問
調
査
を
行
っ
た

感
想
で
す
。

訪
問
調
査
を
行
っ
て

土
成
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

看
護
婦

大
串

恭
子

平
成
十
一
年
十
月
一
日
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
事
実
だ

け
を
素
直
に
見
て
こ
よ
う
と

緊
張
し
て
依
頼
が
来
る
の
を

待
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
第

一
日
目
は
一
件
の
依
頼
も
な

く
就
業
時
間
を
終
了
。

そ
し
て
、
訪
問
調
査
の
一

件
目
、
在
宅
の
方
を
担
当
。

デ
イ
ケ
ア
で
歩
行
練
習
を
し

て
い
る
と
話
し
て
く
れ
た
の

で
、
端
座
位
に
な
っ
て
も
ら

い
、
本
人
や
家
族
の
方
の
気

分
を
害
さ
な
い
よ
う
、
ス

ム
ー
ズ
に
話
の
中
か
ら
状
況

を
確
認
で
き
る
よ
う
努
力

し
、
約
一
時
間
で
調
査
終

了
。
最
後
に
全
て
の
項
目
を

本
人
と
家
族
の
方
に
確
認
し

て
も
ら
い
、
お
宅
を
後
に
し

ま
し
た
。

調
査
の
中
で
一
番
悩
む
の

は
、
麻
痺
等
の
有
無
と
関
節

の
動
く
範
囲
の
制
限
の
有
無

の
所
で
す
。
そ
の
方
の
日
常

生
活
に
支
障
が
あ
る
、
又
は

な
い
状
況
を
特
記
事
項
に
ど

の
よ
う
に
表
現
す
れ
ば
認
定

委
員
の
方
に
伝
え
る
事
が
で

き
る
の
か
、
頭
と
胃
が
痛
く

な
り
ま
す
。そ
れ
か
ら
、時
々

あ
る
、
場
合
の
特
記
事
項
の

記
載
。
頻
度
を
記
入
す
る

為
、
必
死
に
聞
き
取
り
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
が
ま
た
一
苦
労
で
、
正
確

に
覚
え
て
い
る
方
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
の
で
、
い
ろ

い
ろ
な
話
を
し
て
、
そ
の

中
か
ら
よ
り
正
確
な
頻
度

を
割
り
出
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

全
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

完
璧
に
覚
え
て
い
る
自
信

が
な
い
の
で
、
常
に
資
料

を
持
ち
歩
き
、
不
安
な
時

に
は
確
認
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
又
、
一
人
で

考
え
て
い
る
と
益
々

混
乱
し
て
く
る
の

で
、
他
の
調
査
員
の
方

に
も
相
談
し
、
時
々
間

違
っ
た
解
釈
を
し
て
い
な
い

か
再
確
認
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
訪
問
調

査
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の

で
、
途
中
で
息
切
れ
し
な
い

よ
う
調
査
員
同
志
で
話
し
合

う
機
会
を
持
ち
、
公
平
、
正

確
な
訪
問
調
査
が
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

安
心
し
て
老
い
る
こ
と
の

で
き
る
町
づ
く
り
を

住
民
と
共
に

神
山
町

谷

一
枝

来
年
四
月
の
介
護
保
険
導

入
を
目
前
に
し
、
高
齢
者
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
高

め
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
の
組
織
づ
く
り
を
行

い
、
高
齢
者
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
強
化
し
、
高
齢
者
が

共
に
考
え
支
え
合
う
町
づ
く

り
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
高
齢
者
を
対
象
に
�
介

護
講
演
会
��
介
護
講
習
会
�

を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し

て
、
介
護
保
険
制
度
を
よ
り

一
層
理
解
し
て
も
ら
い
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
身
の

一
歩
さ
が
っ
た
姿
勢
で
は
な

く
、
自
分
の
た
め
の
も
の
と

す
べ
く
学
習
し
ま
し
た
。

食
事
介
助
実
習
で
は
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
自
分
で
食
べ

る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
に

食
べ
さ
せ
っ
こ
し
て
、

食
べ
さ
せ
る
と
き
の
注

意
や
、
食
べ
さ
せ

て
も
ら
う
大
変
さ

を
感
じ
と
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

ま
だ
元
気
で
�
何
か
お

役
に
立
て
る
こ
と
を
…
�

と
思
っ
て
い
る
方
に
は
高

齢
者
の
方
に
で
も
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
と
題
し

て
講
義
を
受
け
、
介
護
保

険
制
度
で
は
求
め
に
く
い

生
活
支
援
や
心
の
交
流
を

買
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
話

相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
充

実
さ
せ
よ
う
と
話
し
合
い

ま
し
た
。

ま
た
介
護
を
受
け
る
と

い
う
状
態
を
明
る
い
イ

メ
ー
ジ
で
と
ら
え
て
も
ら
う

た
め
特
殊
パ
ジ
ャ
マ
、
オ
ム

ツ
、
オ
ム
ツ
カ
バ
ー
な
ど
の

介
護
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ー
を

併
せ
て
行
い
ま
し
た
。
実
際

に
高
齢
者
自
身
が
モ
デ
ル
に

な
り
、
曲
に
の
り
、
な
め
ら

か
な
動
き
と
積
極
的
な
行
動

に
は
、
保
健
婦
も
目
を
み
は

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
隠
れ
た
行
動

力
を
引
き
出
し
住
民
と
共
に

支
え
合
っ
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

あ
さ
が
お

梶
崎
エ
ミ
子

「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
あ
さ
が
お
」
は
、
看
護
婦

と
し
て
の
職
能
を
活
か
し

て
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る

事
を
目
的
と
し
て
、
平
成
十

年
四
月
に
論
田
町
に
開
設
い

た
し
ま
し
た
。

当
初
は
数
名
の
患
者
さ
ん

の
訪
問
看
護
を
行
い
な
が
ら

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
く
と

い
う
、
ま
さ
に
手
探
り
の
状

態
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
す
ぐ
に
、

患
者
さ
ん
の
病
態
の
多
面

性
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
性
、
家

族
を
含
め
た
療
養
環
境
な

ど
、
入
院
と
は

異
な
る
在
宅
特

有
の
多
く
の
問
題

に
直
面
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
二
年
間
は
、
全
事
例

の
一
つ
一
つ
に
労
を
惜
し

ま
ず
丁
寧
に
対
応
す
る
事

が
、
最
大
の
訪
問
看
護
の
実

践
学
習
法
で
あ
る
事
を
学
ん

だ
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
お
宅
に
あ

げ
て
頂
く
難
し
さ
と
責

任
と
を
痛
感
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
に
、
同

じ
訪
問
看
護
に
携
わ
る

同
職
種
と
の
意
見
交
換

や
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
と
の
討
論
、
デ
イ

ケ
ア
と
の
連
携
を
通
し

て
、
他
職
種
の
知
識
に

も
触
れ
る
機
会
も
増

え
、
少
し
ず
つ
で
す
が

仕
事
に
自
負
を
持
て
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
介
護
支
援

専
門
員
の
研
修
を
経

て
、
改
め
て
看
護
や
介

護
を
要
す
る
患
者
さ
ん
に
対

す
る
異
職
種
間
の
連
携
の
重

要
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
開
始
を
数

カ
月
後
に
控
え
、
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
訪
問
看
護
を

一
層
充
実
し
た
内
容
に
出
来

る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
日
々

努
力
し
て
お
り
ま
す
。

鳴
門
山
上
病
院
の
取
り
組
み

鳴
門
山
上
病
院

辻

喜
美
子

当
院
は
鳴
門
大
橋
を
一
望

で
き
る
鳴
門
公
園
内
に
位
置

し
、
四
〇
の
一
般
病
床
と
二

四
〇
の
介
護
病
床
を
擁
し
て

い
る
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
病
院

で
あ
る
。
病
院
の
理
念
と
し

て
は
「
わ
た
し
も
受
け
た
い

ケ
ア
、
わ
た
し
も
利
用
し
た

い
施
設
、
わ
た
し
た
ち
は
そ

れ
を
目
指
し
ま
す
。」
を
掲

げ
、
個
々
の
患
者
さ
ん
に
適

切
な
ケ
ア
を
提
供
し
て
い

る
。
院
内
で
は
包
括
的
自
立

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
方
式
の
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
と
り
い

れ
、
患
者
さ
ん
に
か
か
わ
り

を
も
つ
多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ

に
よ
っ
て
、
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
も
ち
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
実
行
・
評
価
を

繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
。
そ

の
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は

多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ

り
、
個
々
の
患
者
さ
ん
の
も

つ
問
題
・
課
題
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
問
題
を
統
一
決
定

し
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
・
手
順
・
分
担
を
整
理

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
す
る
一
連

の
過
程
で
あ
り
、
そ
れ
に
も

と
づ
き
ケ
ア
を
提
供
し
て
い

る
。
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

は
全
患
者
さ
ん
に
三
ヶ
月
ご

と
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た

ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
む

け
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
病
棟

婦
長
が
医
師
、
受
持
看
護

婦
、Ｐ
Ｔ
、そ
の
他
の
ス
タ
ッ

フ
の
勤
務
を
考
慮
し
な
が
ら

一
ヶ
月
分
を
作
成
す
る
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
連
絡
す

る
。
そ
の
予
定
表
に
よ
り
各

ス
タ
ッ
フ
は
患
者
さ
ん
の
問

題
点
な
ど
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
前
日
ま

で
に
病
棟
に
連
絡
す
る
。
寄

せ
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
と
し

て
の
一
覧
表
を
つ
く
る
な
ど

の
準
備
を
す
る
。
一
連
の
作

業
に
よ
り
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

に
か
か
る
時
間
は
一
人
五
〜

十
分
で
あ
る
。
四
つ
の
介
護

病
棟
で
ス
タ
ッ
フ
の
重
複
を

避
け
る
た
め
の
婦
長
の
努
力

は
大
変
の
一
語
で
あ
る
。

ま
た
患
者
さ
ん
は
〔
寝
・

食
・
排
泄
は
別
〕
の
考
え
の

も
と
一
Ｆ
の
大
ホ
ー
ル
を
利

用
し
併
設
の
老
健
の
入
所
者

の
方
々
と
一
緒
に
（
月
）
化

粧
、（
火
）
カ
ラ
オ
ケ
、（
水
）

お
ど
り
…
…
な
ど
の
レ
ク
を

楽
し
ん
で
い
る
。

介
護
保
険
に
む
け
て
は
、

二
回
の
合
格
者
を
あ
わ
せ
て

四
十
一
名
の
介
護
支
援
専
門

員
を
も
ち
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
鳴
門
市
で
は
入

院
の
患
者
さ
ん
の
介
護
認
定

に
か
か
る
調
査
は
施
設
委
託

と
の
こ
と
で
当
院
で
は
十
六

名
の
介
護
支
援
専
門
員
が
調

査
員
と
し
て
の
研
修
を
終
了

し
、
介
護
認
定
調
査
に
か
か

わ
り
、
三
名
が
介
護
認
定
審

査
会
に
委
員
と
し
て
参
加
し

て
い
る
。
介
護
認
定
調
査
員

は
ご
家
庭
へ
の
訪
問
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
外
部
の
講
師
に
よ

り
研
修
し
、
調
査
員
同
士
で

も
調
査
基
準
・
記
入
の
仕
方

な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

会
も
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、

今
年
は
じ
め
に
、
日
本
医
療

機
能
評
価
機
構
の
審
査
を
う

け
、
認
定
証
を
い
た
だ
い

た
。
今
後
も
こ
の
認
定
証
に

恥
じ
な
い
よ
う
な
病
院
・
施

設
で
あ
る
べ
く
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
。

病
院
の
活
動

頑
張
っ
て
い
る
療
養
型
病
床
群
か
ら

会会員員かかららのの
おお便便りりココーーナナーー

頑頑張張っっててるる
事事業業所所のの紹紹介介

（３）平成１１年１２月２０日 第２号徳島県介護支援専門員協会ニュース



ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い

「
で
き

る」
の基
準は？

介
護
保
険
の
入
り
口
と
も
い

え
る
認
定
調
査
は
、
平
成
十
一

年
十
月
よ
り
開
始
さ
れ
全
国
で

基
本
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
認
定
調
査
に
つ
い

て
、
独
自
で
在
宅
も
施
設
も
行

う
市
町
村
と
民
間
の
介
護
支
援

専
門
員
に
委
託
す
る
市
町
村
と

が
あ
り
、
委
託
さ
れ
る
介
護
支

援
専
門
員
に
は
調
査
前
研
修
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
に
お
い
て
も
市
町
村

の
介
護
認
定
審
査
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
は

一
次
判
定
変
更
は
予
想
よ
り
多

く
十
％
〜
十
七
％
に
の
ぼ
り
、

要
介
護
度
が
重
く
な
る
方
向
へ

の
変
更
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

私
達
徳
島
県
介
護
支
援
専
門

員
協
会
で
は
、
調
査
開
始
を
目

前
に
控
え
た
八
月
に
厚
生
省
の

基
本
調
査
の
記
入
要
綱
の
判
断

に
つ
い
て
介
護
支
援
専
門
員
の

間
で
認
識
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る

た
め
、
協
会
と
し
て
一
度
基
本

調
査
に
対
す
る
協
会
員
の
意
識

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願

い
し
よ
う
と
い
う
事
に
な
り
ま

し
た
。
と
い
う
の
も
七
月
二
十

日
に
当
協
会
主
催
で
行
わ
れ
た

基
本
調
査
の
研
修
会
の
場
で
、

講
師
・
協
会
員
の
皆
様
の
間
で

各
基
本
調
査
項
目
に
対
し
て
の

判
定
基
準
が
各
個
人
に
よ
っ
て

か
な
り
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と

が
判
っ
た
か
ら
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
研
修
会
に
出
席
さ
れ
た

会
員
以
外
の
方
の
意
見
も
合
わ

せ
て
お
聞
き
し
統
計
を
取
る
こ

と
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
会
員

の
意
識
の
統
一
を
図
る
必
要
が

出
来
て
き
た
わ
け
で
す
。

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
特

に
判
断
に
迷
う
十
五
項
目
に
つ

い
て
の
設
問
を
設
け
、
三
九
八

名
の
会
員
の
皆
様
の
ご
返
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
会
員
の
皆

様
だ
け
で
な
く
県
内
市
町
村
や

各
施
設
に
も
お
知
ら
せ
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
今
後
も
順
次
記

入
要
綱
が
改
正
さ
れ
る
際
の
参

考
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

運
営
委
員
会
で
は
、
協
会
の

全
般
の
運
営
と
い
う
大
切
な
役

目
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す

の
で
各
委
員
共
々
努
力
し
て
お

り
ま
す
。
是
非
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
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査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
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ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

徳
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
運
営
委
員
会

６４

５６

６２

４７

（人）
はい いいえ 無回答

１９４

２３９

２９５

２５１

１５７

１０３

８５

３９�

�

�

�

５）例えば洗顔とは普通の人は、石鹸などをつけて顔全体を洗い、すすいで石鹸
分をきれいに落として、タオルを取って拭く一連の行為を言いますが
�片手で水を少し顔にかけることしかできなくても「洗顔できる」とすべき
だ

�顔の半分程度水だけで洗えれば「洗顔できる」とすべきだ
�石鹸をつけて、一応洗うが石鹸がかなり顔に残っていても、「洗顔できる」
とするべきだ

�一応、石鹸はつけなくても両手で洗うが、眼脂が残っていたりして、介助
してあげないとキチンと洗えない場合でも、「洗顔できる」とするべきだ

６）寝返りについて
�寝返りは体が返ることが条件で、肩も臀部も横向くことで「できる」とす
べきだ

�臀部は動かなくても、肩だけでも横になれば「できる」とすべきだ
�上半身は横になっていても、下半身は完全にできなくても、少なくとも臀
部は浮かせられないと「できる」とはすべきでない

�横に向けなくても肩や臀部が浮かすことが出来れば「できる」とすべきだ

７）起き上がりについて
�ベット柵や紐などを用いて何回も起き上がろうとするが、例え何回か失敗
しても、やっと１回でも出来れば「できる」とすべきだ

�ベット柵や紐などを用いて１回起き上がろうとして、失敗すればできない
とするべきだ

�本人ができませんと言って、しようとしないときは「できない」とすべき
だ

４８

６７

６０

８４

（人）
はい いいえ 無回答

１１９

１３４

２６７

２８９

２３１

２０４

６４

２５

�

�

�

�

４７

５０

５５

（人）
はい いいえ 無回答

２５６

２８０

２２８１１５

９５

６８

�

�

�

１）要介護者は何を標準として、比較すべきでしょうか。
�同じ年齢水準の元気な人と比べる
�４０才～８０才の平均の６０才位の元気な人と比べる
�本人の元気なころと比べる

２）「出来る」ということはどういう事でしょうか。
�何時間かかろうと出来れば「出来る」と判定すべき
�常識的な時間以上かかる場合は、「出来ない」と判定すべき

３３

６９

５４

（人）
はい いいえ 無回答

１４４

１７９

３０３

２２１

１６５

２６

�

�

�

５６

７

（人）
はい いいえ 無回答

１７３７４

３２１２１�

�

３）常識的な時間とは、例えば寝返りのときは１回の寝返りにどの位の時間まで
なら「出来る」と判定すべきか。（複数回答あり。）

４）健常者が出来る状態を１００％とすると、どの程度出来れば「できる」と判定
すべきですか。

２

�
３０分

１６

�
１０分

７２

�
５分

１２８

�
３分

１５４

�
１分

３８

�
３０秒

（人）

１０

�
３０％

８４

�
５０％

２８８

�
７０％

４５

�
１００％

（人）

第２号 平成１１年１２月２０日（４）徳島県介護支援専門員協会ニュース



８）両足がついた状態での座位保持と両足がつかない状態での座位保持について
（この場合、背もたれのない状態での座位保持をみることになっている）
�正しい座位姿勢でなく左右や前後にかなり傾いていても、とにかく１０分
座っておれば「できる」とするべきだ

�最初は座位保持が出来ていても、次第に姿勢がくずれて今にも落ちそうに
なっても、ジッと辛抱して見ていて何とか１０分経過して、その後に転倒し
たりした場合でも、「できる」とするべきだ

�座位保持とは、座っている状態を保てるかが問題なので、倒れそうに傾い
たら危険なので、当然見ている方は助けるわけだから「できる」にはする
べきでない

９）両足での立位保持と片足での立位保持について
�実際に行ってもらって、転倒の危険があるようなら「何か支えがあればで
きる」にするべきだ

�できたり、できなかったりする時は、何回でもやってもらって１回でも出
来れば「できる」にするべきだ

�体全体を壁に寄りかかれば何とか出来る場合は、「できない」にするべきだ

１０）立ち上がりや歩行・移動等について
�姿勢や不安定さがあたても、とにかく出来れば「できる」とするべきだ
�実際に行ってもらうには、危険そうなので、行わなかった場合「できない」
とするべきだ。

１１）口腔清潔（はみがき等）について
�歯みがき粉をつけて一応、歯は磨くが、元気な時のようにきちんと磨けな
くても、形だけ磨いていても「できる」とするべきだ

�自分で磨いても周囲に水を撒き散らしたり、うまく歯みがき粉がすすげな
くて、結局、後始末をしたり、介助しないとうまく磨けないと思ったら「一
部介助」するべきだ

�老化によりおっくうになり、ここ数カ月面倒なので磨かない人で、介助し
ないと磨かない人でも、その人の生活習慣だから「できる」とするべきだ

４２

６４

３８

（人）
はい いいえ 無回答

１３７

８５

３２６

２７１

２２３

８

�

�

�

４５

４５

（人）
はい いいえ 無回答

１５０

１２５２２８

２０３

�

�

７１

１５

６３

（人）
はい いいえ 無回答

１４３６９

２７２

１６４１６３

６３

�

�

�

６２

６６

３７

（人）
はい いいえ 無回答

７９

１６３

２９１

２８２

１７３

４１

�

�

�

１２）整髪について
�元気な頃のように、きれいに整髪出来なくても、とにかく櫛で２～３回と
いたら、「できる」とするべきだ

�病気になってから、面倒になって髪はといてなくても、やってみなさいと
いって行ってもらうと申し訳程度に櫛で２～３回といた場合は、「できる」
とすべきだ

�一応、一般に整髪出来るということは、見苦しくなくある程度できてない
と「一部介助」にするべきだ
（結局あとで、介助者が直さないといけないから）

１３）爪切りについて
�硬い爪なので、一部しか切れなかったり、切った爪はあっちこっちに散ら
ばって、後始末はできなくても、両手両足の爪が切れれば「自立」とする
べきだ

�両手両足の爪が同じ程度に切れていて、後始末もある程度できなければ「自
立」とはいえず「一部介助」にするべきだ

１４）洗身について
�身体全体を洗えなくても、手の届く範囲をまがりなりに洗えば「できる」
とするべきだ

�体が硬くなり膝から下や背中、臀部など身体全体は洗えない場合は「一部
介助」とするべきだ

１５）「日常生活上の支障がない」ということについて
�本人の意志で活動範囲を狭めている場合は、結果的に介護量は少なくなる
ので、要介護度が低くなっても当然である

�要介護者の日常とは健常者と比較するべきで、健常者の日常を考え、動こ
うとしない場合は、健常者の平均的な日常生活に比べての要介護度とする
べきである

６３

７６

３２

（人）
はい いいえ 無回答

１２１

１５０

１６３

２４５

１８５

１５９

�

�

�

５６

３１

（人）
はい いいえ 無回答

１１７

２２９

２５０

１１３�

�

７０

１４

（人）
はい いいえ 無回答

２４３６０

２４６８２�

�

７０

８４

（人）
はい いいえ 無回答

１５３

１５６

１７５

１５８

�

�

（５）平成１１年１２月２０日 第２号徳島県介護支援専門員協会ニュース
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�

調
査
結
果
の
一
部
修
正
、
再

調
査
に
つ
い
て

認
定
審
査
会
で
は
ま
ず
、
基
本

調
査
結
果
（
八
十
五
項
目
）、
特

記
事
項
、
主
治
医
意
見
書
の
内
容

を
比
較
検
討
し
、
矛
盾
、
不
整
合

が
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
こ

の
際
、
矛
盾
点
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
訪
問
調
査
員
（
又
は

主
治
医
）
等
に
内
容
の
確
認
を
行

う
。
確
認
後
、
矛
盾
が
解
消
さ
れ

れ
ば
よ
い
が
、
な
お
不
整
合
が
解

消
さ
れ
な
い
場
合
、
基
本
調
査
結

果
の
一
部
修
正
で
対
応
可
能
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
。
特
記
事
項
、

主
治
医
意
見
書
の
内
容
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
も
変
更
が

可
能
で
、
修
正
し
た
時
に
は
、
再

度
一
次
判
定
を
実
施
し
、
審
査
会

資
料
を
出
力
す
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
基
本
調
査
と
主
治
医
の

意
見
書
は
判
断
基
準
が
違
う
。
た

と
え
ば
、
基
本
調
査
の
麻
痺
等
の

有
無
で
は
、
動
き
が
あ
っ
て
も
日

常
生
活
に
支
障
が
あ
れ
ば
、
麻
痺

等
は
「
あ
り
」
と
な
り
、
逆
に
医

学
的
判
断
と
は
別
に
調
査
員
が
日

常
生
活
に
支
障
な
し
と
判
断
で
き

れ
ば
「
な
し
」
と
な
る
。
そ
こ
で

調
査
員
が
麻
痺
や
筋
力
低
下
を
認

識
し
た
う
え
で
、
判
断
を
行
っ
た

の
か
ど
う
か
が
わ
か
れ
ば
矛
盾
は

解
消
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
判
断
の
根

拠
は
必
ず
特
記
事
項
に
記
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
人
の
状
態
も

よ
く
わ
か
り
、
よ
り
よ
い
審
査
が

で
き
る
。

ま
た
、
主
治
医
意
見
書
の
書
き

方
も
医
師
に
よ
り
異
な
り
、
痴
呆

が
主
た
る
問
題
と
推
察
さ
れ
る
症

例
で
、
痴
呆
に
全
く
ふ
れ
て
い
な

い
例
も
散
見
さ
れ
た
。

上
記
の
よ
う
な
一
部
修
正
で
は

応
じ
き
れ
な
い
よ
う
な
不
整
合
に

つ
い
て
の
み
再
調
査
を
行
う
こ
と

に
な
る
。

�

中
間
評
価
項
目
に
つ
い
て

中
間
評
価
項
目
と
は
、
訪
問
調

査
に
用
い
ら
れ
て
い
る
調
査
項
目

の
う
ち
心
身
の
状
況
に
関
す
る
七

十
三
項
目
に
つ
い
て
同
様
の
傾
向

を
持
つ
調
査
項
目
毎
に
「
第
一
群

（
麻
痺
、
拘
縮
に
関
連
す
る
項

目
）」、「
第
二
群
（
移
動
等
に
関

連
す
る
項
目
）」、「
第
三
群
（
複

雑
な
動
作
等
に
関
連
す
る
項

目
）」、「
第
四
群
（
特
別
な
介
護

等
に
関
連
す
る
項
目
）」、「
第
五

群
（
身
の
回
り
の
世
話
等
に
関
連

す
る
項
目
）」、「
第
六
群
（
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
関
連
す
る
項

目
）」、「
第
七
群
（
問
題
行
動
に

関
連
す
る
項
目
）」
の
七
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
一
〇

〇
点
満
点
で
中
間
評
価
項
目
得
点

を
算
定
す
る
。
こ
の
中
間
評
価
項

目
得
点
も
個
々
の
調
査
項
目
と
と

も
に
樹
形
モ
デ
ル
の
分
岐
項
目
と

し
て
一
次
判
定
に
用
い
ら
れ
、
こ

れ
に
よ
っ
て
安
定
し
た
一
時
判
定

結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
要
介
護
度
別

の
中
間
評
価
項
目
の
平
均
得
点
も

示
さ
れ
て
お
り
、
最
終
判
定
（
二

次
判
定
）
を
行
う
と
き
、
こ
の
中

間
評
価
項
目
の
得
点
も
参
考
に
す

る
こ
と
も
あ
る
。

�

状
態
像
の
例
と
二
次
判
定

（
最
終
判
定
）に
つ
い
て

介
護
認
定
審
査
会
に
お
い
て

は
、
厚
生
省
か
ら
要
支
援
か
ら
要

介
護
度
五
ま
で
の
六
段
階
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
十
例
ず
つ
の
状
態
像

の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
状
態
像

の
例
と
は
、
七
十
三
項
目
の
基
本

調
査
の
ど
の
項
目
に
ど
う
い
っ
た

内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
が
つ
い
て
い
る

か
の
例
示
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
六
十
例
に
つ
い
て

七
つ
の
中
間
評
価
項
目
ご
と
の
得

点
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
し
た

状
態
像
の
例
も
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
状
態
像
の
例
は
、
そ
の

介
護
度
の
平
均
的
介
護
時
間
に
お

け
る
モ
デ
ル
的
な
状
態
像
を
示
し

た
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
方
が

こ
の
状
態
像
の
例
に
あ
て
は
ま
る

わ
け
で
は
な
い
。
時
に
要
支
援
か

ら
要
介
護
度
五
ま
で
の
中
間
評
価

項
目
の
平
均
得
点
を
示
し
た

チ
ャ
ー
ト
を
み
る
と
第
七
群
の
問

題
行
動
部
分
が
ほ
と
ん
ど
重
な
っ

て
お
り
（
図
参
照
）、
問
題
行
動

の
た
め
に
、
介
護
の
手
間
が
特
に

大
き
く
な
る
な
ど
の
場
合
、
類
似

し
た
状
態
像
を
選
択
す
る
の
が
非

常
に
困
難
と
な
る
。

介
護
認
定
審
査
会
で
は
、
一
次

判
定
結
果
を
原
案
と
し
て
、
要
介

護
度
別
に
示
さ
れ
た
十
例
の
「
状

態
像
の
例
」
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
方
の
状
態
像
に
近
い
一
又
は
複

数
の
「
状
態
像
の
例
」
を
選
び
、

そ
れ
ら
の
属
す
る
区
分
に
応
じ
て

二
次
判
定（
最
終
判
定
）を
行
う
。

そ
の
際
、
主
治
医
意
見
書
や
特
記

事
項
の
情
報
を
加
味
し
て
介
護
の

手
間
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
た
前

述
し
た
要
介
護
度
別
の
中
間
評
価

項
目
の
平
均
得
点
、「
障
害
老
人

の
日
常
生
活
自
立
度
（
寝
た
き
り

度
）」
や
「
痴
呆
性
老
人
の
日
常

生
活
自
立
度
」
か
ら
み
た
要
介
護

度
別
の
発
生
割
合
等
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
も
参
考
に
す
る
。

介
護
保
険
の
申
請
が
十
月
一

日
に
ス
タ
ー
ト
し
、
介
護
認
定

審
査
会
が
各
市
町
村
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。
去
る
十
一
月
五

日
、
徳
島
市
の
介
護
認
定
審
査

会
の
委
員
の
方
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
、
そ
の
様
子
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

Ｑ
審
査
会
が
始
ま
り
、

一
カ
月
が
た
ち
ま
し
た

が
、
ど
う
い
う
点
で
苦
労
し
ま

す
か
。

Ａ
基
本
調
査
と
主
治
医
の

意
見
書
に
違
い
が
多

く
、
そ
の
整
合
性
が
な
い
と
こ

ろ
が
困
る
。
基
本
調
査
の
と
こ

ろ
で
一
番
問
題
に
な
る
の
が
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
麻

痺
、
筋
力
低
下
の
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
日
常
生
活
に
つ
い
て
の

定
義
が
な
い
。
日
常
生
活
に
支

障
が
な
け
れ
ば
と
い
う
が
八
十

五
歳
の
日
常
生
活
と
六
十
五
歳

の
日
常
生
活
は
違
う
し
、
寝
た

き
り
で
も
日
常
生
活
に
支
障
が

な
け
れ
ば
麻
痺
や
拘
縮
が
な
い

と
判
断
し
て
い
た
ら
、
そ
の
あ

た
り
で
主
治
医
と
の
相
違
が
で

て
く
る
。

ま
た
、
な
ん
ら
か
の
障
害
が

あ
れ
ば
、当
然
移
乗
に
関
し
て

は
見
守
り
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
が
、自
立
と
な
っ
て
い
る
調

査
結
果
が
多
い
。

基
本
調
査
と
主
治
医
の
意
見

書
に
差
異
が
あ
る
場
合
は
判
断

に
苦
し
む
場
面
が
あ
る
。
普
通

は
あ
ま
り
に
差
異
が
あ
っ
た

ら
、
基
本
調
査
を
修
正
し
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
れ
て
な
お

す
が
、
審
査
会
が
夜
間
開
催
が

多
い
為
、
調
査
員
に
直
接
聞
く

こ
と
が
で
き
な
い
し
、
後
で
修

正
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
か

け
る
と
、
遅
れ
て
し
ま
い
、
見

逃
し
て
し
ま
う
こ
と
も
お
お
い

に
あ
る
だ
ろ
う
。

Ｑ
一
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
ど

の
く
ら
い
時
間
が
か
か

り
ま
す
か
。

Ａ
審
査
会
に
よ
っ
て
差
が

あ
る
。
四
〜
五
例
の
時

は
一
例
に
三
十
分
か
け
た
り
も

し
た
が
、
十
五
例
し
て
も
二
時
間

く
ら
い
で
終
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。
中
に
は
三
時
間
か

け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
平
均
十
分
程
度
で
な
い

か
。Ｑ

今
後
、
相
当
数
の
審
査
を

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
…
…
。

Ａ
委
員
も
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

き
て
三
十
例
で
も
二
時
間

で
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
時
間

の
か
か
る
も
の
、
短
い
時
間
で
で

き
る
も
の
が
あ
る
が
、
慣
れ
て
き

た
ら
、
平
均
五
分
程
度
で
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
た
だ
審
査
会
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、
委
員

は
事
前
に
資
料
に
目
を
通
し
そ
れ

ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
の
意
見

を
持
っ
て
審
査
会
に
の
ぞ
ん
で
お

り
、
実
は
そ
の
作
業
に
時
間
が
か

か
り
大
変
で
あ
る
。

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
樹
形
モ
デ

ル
に
あ
て
は
め
て
、「
こ
こ
を
直

し
た
ら
ど
う
で
す
か
。」
と
言
っ

て
く
る
熱
心
な
先
生
も
い
る
。

Ｑ
見
直
し
が
必
要
と
感
じ
る

と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
す
か
。

Ａ
認
定
に
つ
い
て
は
、
基
本

調
査
が
第
一
歩
で
あ
り
、

最
も
大
切
で
あ
る
。
一
回
三
十
分

と
か
四
十
分
の
調
査
だ
け
で
な

く
、
普
段
の
お
年
寄
り
の
状
態
を

も
っ
と
よ
く
み
て
し
っ
か
り
と
調

査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
が
し
っ
か
り
し
て
く
る
と
主

治
医
の
意
見
書
と
の
差
異
も
少
な

く
な
り
、
審
査
会
で
変
更
す
る

ケ
ー
ス
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。
基
本
調
査
で
不
備

が
あ
れ
ば
、
審
査
会
で
の
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
、時
間
が
か
か
る
。

審
査
会
の
な
か
で
、
要
支
援
〜

要
介
護
度
五
に
つ
い
て
十
例
ず
つ

で
計
六
十
例
の
状
態
像
の
中
か
ら

類
似
す
る
も
の
を
選
ぶ
作
業
が
あ

る
が
、
ど
の
状
態
像
に
も
あ
て
は

ま
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
基
本
調

査
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
そ

の
人
の
状
態
が
よ
く
わ
か
る
の

で
、今
後
調
査
員
の
人
材
、知
識
、

人
間
性
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

良
く
も
悪
く
も
国
が
決
め
た

こ
と
な
の
で
、
き
ち
ん
と
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
お
か
し
い
と
こ
ろ
を
変
更

す
る
た
め
に
審
査
会
が
あ
る
の

で
変
更
す
べ
き
と
こ
ろ
は
遠
慮

な
く
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

Ｑ
最
後
に
全
体
的
な
感
想

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
認
定
が
終
わ
り
既
に
通

知
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
何
の

反
応
も
ク
レ
ー
ム
も
な
い
。
と

い
う
こ
と
は
、
現
時
点
に
お
い

て
介
護
保
険
が
、
お
と
し
よ
り

や
家
族
に
と
っ
て
、
切
実
で
な

く
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
の
だ

ろ
う
。
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
が
始

ま
る
と
、
も
ち
ろ
ん
出
て
く
る

だ
ろ
う
が
、
準
備
段
階
で
の
理

解
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
制
度
、

サ
ー
ビ
ス
の
周
知
が
あ
ま
り
さ

れ
て
い
な
い
。
政
治
家
が
こ
ろ

こ
ろ
と
変
え
る
こ
と
へ
の
不
信

感
も
あ
る
が
、
介
護
保
険
は
、

大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
制
度

な
の
で
、
う
ま
く
機
能
し
て
ほ

し
い
。
お
と
し
よ
り
に
い
い
よ

う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
の

が
、
審
査
を
し
て
い
る
人
々
み

ん
な
の
願
い
で
あ
る
。

短
い
時
間
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
し
た
が
、
委
員
の
方
々
の
御

苦
労
や
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
介
護
保
険
に
つ
い
て

は
、
施
行
を
目
前
に
控
え
つ
つ

も
具
体
的
な
こ
と
が
定
ま
ら

ず
、
日
々
の
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス

で
は
高
齢
者
や
家
族
の
不
安
を

か
き
立
て
る
よ
う
な
情
報
も
散

乱
し
て
い
る
現
状
で
す
が
、
最

後
の
言
葉
に
も
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
「
お
年
寄
り
の
た
め
に
い

い
制
度
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
強
い
願
い
を
持
っ
て
関
係

者
は
常
に
前
向
き
に
努
力
し
て

い
ま
す
。
情
報
に
振
り
回
さ
れ

が
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た

ち
介
護
支
援
専
門
員
に
で
き
る

こ
と
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
見
つ
め
直
し
、
平
成

十
二
年
四
月
一
日
を
迎
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
認
定
審
査
会
に
参
加
し
て

認認
定定
審審
査査
がが
始始
まま
りり
まま
しし
たた
!!

認定審査会はどのように行われるか

審査会資料（８５項目の調査、特記事項、主治医意
見書）の不整合をチェック

�
▼

不整合があれば、必要に応じて調査員、主治医に
内容を確認

�
▼

必要があれば調査結果の一部修正あるいは再調査
�
▼

不整合がなくなれば一次判定（調査結果）の確定
�
▼

この「一次判定調査結果」を状態像の例と比較し
て最も類似した状態像の例を選ぶ

�
▼

「意見書」および「特記事項」を加味して選択し
た状態像と比較する

�
▼

要介護の変更が必要か検討する

変更しない
�
▼

審査会が付する意見と認定の有効期間等について
検討し２次判定（最終判定）を確定する。

�
▼

変更する
�
▼

非 該 当

徳島県下ＴＡ指店

徳島県那賀郡羽ノ浦町岩脇ヌクミ５１‐４
TEL（０８８４）４４－５６３８

高高齢齢社社会会対対応応型型リリフフォォーームム店店でですす

水廻り、バス、トイレ、キッチン、サニタリー

増改築専門店

▼
▼

第２号 平成１１年１２月２０日（６）徳島県介護支援専門員協会ニュース



段差解消、移動補助、立ち座り介護、入浴支援
玄関、風呂、トイレ、廊下、階段、寝室

賛助会員

株式会社 リフォーム住建
�０８８－６２５－３０３６
本 社 徳島市幟町４丁目６‐７
作業所 徳島市川内町鶴島２３７‐１
フリーダイヤル ０１２０‐２５‐３０３６

介護保険関係ソフトをトータルサポートいたします
施 設

包括的自立支援プログラム
MDS／RAPs

施設利用者台帳

携帯端末による処遇管理
護情報収集及び日誌・ケース
記録・申し送り書作成

〈給 付〉
介 護 報 酬 国保連に対する介護報酬の請求計画
利用者請求管理 利用者への負担分請求及び償還払いにおける請求
※は介護保険制度導入後〈計画〉〈運用〉〈給付〉まで、連動いたします

ＲＮＣコンピュータシステム株式会社
〒７６１‐０３０１ 高松市林町２２１７番地１５
電話０８７‐８６９‐８８１１ FAX０８７‐８６９‐８８２２

リフォームで支援します
多くの実績で、ご提案します

在 宅

居宅サービス計画ガイドライン
国診協
MDS／RAPs
利用表・提供表管理表作成
サービスコーディネイト支援

高齢者台帳
ディサービス実績情報
日報・月報管理資料作成
ベッド予約・実績情報管理
派遣引当・派遣実績集計
在宅相談情報を履歴管理
相談統計資料・報告書作成

〈計 画〉
ケアプラン作成
（アセスメント方式）

サービス予約見積

〈運 用〉
台 帳
※デイサービス管理

※ショトステイ管理
※ヘルパー派遣管理
在宅相談履歴

介護情報管理

賛助会員入会のご案内

現在、徳島県介護支援専門員協会には、以下の６事業所が入会さ

れています。介護保険では、保険・医療・福祉に間接的に関わる様々

なベンチャー企業にも期待がよせられていることから、協会では、

介護支援専門員の幅広い知識の普及と活動を支えるべく、今後賛助

会員と皆様との共催による研修会や展示会等の開催を予定しており

ます。

現状ご賢察の上、恐縮に存じますが貴事業所におかれましても加

入についてご検討下さるようお願い申し上げます。

●福祉機器・介護用品 レンタル＆販売 ●住宅改造

�高品質なサービス ・シルバーマーク確定のレンタル＆販売サービス。
・経験と知識豊富なスタッフによる住宅改造。

�「用具を人にあわせる」ではなく「人にあわせた用具の提供」を心掛けます。
�ス ピ ー ド 重 視 ・素早い対応のできるデリバリー体制。
�提供スピードで他社との差別化をはかります。

〒７７０‐００２３ 徳島市佐古３番町６‐２１

�（０８８）６５６‐８７７８

賛賛助助会会員員のの皆皆様様ののごご紹紹介介

〒７７０‐０９２４ 徳島市幟町４‐６‐７
ＴＥＬ０８８‐６２５‐３０３６ ＦＡＸ０８８‐６２５‐５６０６

建設業・リフォーム・新築・住宅設備

〒１６３‐１１０５ 東京都新宿区西新宿６‐２２‐１
新宿スクエアタワー５Ｆ

ＴＥＬ０３‐５３２３‐０２６０ ＦＡＸ０３‐５３２３‐０２６３

〒７３０‐０８０３ 広島市中区広瀬北町３‐１１ 山善広島ビル
ＴＥＬ０８２‐２９１‐６７６６ ＦＡＸ０８２‐２９１‐６７７３

家庭紙・ベビー用大人用紙オムツ・産業用ワイパーの製造販売
（主力ブランド）クリネックス・スコッティ・パンピー・

アクティ・フリーダム

〒７７０‐０９４４ 徳島市南昭和町３‐３８
ＴＥＬ０８８‐６２２‐９２３８ ＦＡＸ０８８‐６２２‐９３８９

医薬品卸売業

〒７７０‐００２３ 徳島市佐古３‐５‐２１
ＴＥＬ０８８‐６５６‐８７７８� ＦＡＸ０８８‐６５６‐８７７７

リネンサプライ事業・シルバーサービス事業・給食事業・
ＦＡシステム事業・ＣＩＣ事業

〒７７９‐３１０３ 徳島市国府町東黒田桜ノ本２５‐６
ＴＥＬ０８８‐６３７‐２１１７ ＦＡＸ０８８‐６３７‐２１１８

業務用ソフト開発ＤＯＳ／Ｖ・ＭＡＣ販売サービス
社内ネットワーク構築 インターネット接続サービス
津田式ケアプラン開発

〒７６０‐００２０ 高松市錦町２‐２‐１７
ＴＥＬ０８７‐８２３‐３０１１ ＦＡＸ０８７‐８２８‐３１０１

ソフトウェア開発 コンピュータシステムの販売

住 所

事業内容

住 所

担当住所

事業内容

住 所

事業内容

住 所

事業内容

住 所

事業内容

住 所

事業内容

�リフォーム住建

�クレシア

クニミ薬局�

�トーカイ

ネットワーク・
マネージメント・
サービス

ＲＮＣコンピュータ
システム�

クリネックスとスコッティの 株式会社クレシア から

失禁用保護製品 アクティ のご案内

～ 尿失禁の程度と状態に応じた豊富なラインナップ ～

クレシア 失禁介護もしもし相談室 TEL０３－３８２３－７９８０

相談日時：月～金（祝祭日を除く）１０：００～１６：００ 相談無料

（７）平成１１年１２月２０日 第２号徳島県介護支援専門員協会ニュース



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

作
業
療
法
士
協
会
研
修
会

�
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー

養
成
講
習
会

主
催
…
�
日
本
作
業
療
法
士
協
会

日
時
…
平
成
十
二
年
一
月
八
日
�

〜
十
二
日
�

五
日
間

内
容
…
福
祉
用
具
プ
ラ
ン
ナ
ー

一
級
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

�
第
四
回
日
本
在
宅
ケ
ア
学
会

日
時
…
平
成
十
二
年
一
月

二
十
九
日
�

会
場
…
日
本
教
育
会
館

一
ツ
橋
ホ
ー
ル

（
東
京
都
千
代
田
区
一
橋
二－

六－

二
）

問
合
先
…
第
四
回
日
本
在
宅
ケ
ア

学
会
事
務
局

事
務
局
長

池
田

誠

�

〇
三－

三
八
一
九－

五
〇
七
二

�
楽
し
む
リ
ハ
ビ
リ
・
作
業
療
法

〜
ア
イ
デ
ア
満
載
作
品
展
〜

日
時
…
平
成
十
二
年
三
月
三
日
�

・
四
日
�
・
五
日
�

会
場
…
ヨ
ン
デ
ン
プ
ラ
ザ
徳
島

問
合
先
…
小
松
島
病
院
作
業
療
法
室

井
上
俊
子

�

〇
八
八
五
三－

三－

二
二
八
八

�

〇
八
八
五
三－

三－

一
二
六
六

�
第
十
二
回
日
本
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ィ
学
会
学
術
集
会

日
時
…
平
成
十
二
年
五
月
十
一
日
�

第
四
十
三
回
日
本
手
の

外
科
学
会
と
同
時
開
催

会
場
…
国
立
京
都
国
際
会
館

申
込
先
…
九
一
〇－

〇
〇
〇
五

福
井
市
大
手
三－

七－

一

吉
村
整
形
外
科
医
院
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

�

〇
七
七
六－

二
五－

五
八
五
五

�

〇
七
七
六－

二
五－

三
八
一
一

徳
島
県
理
学
療
法
士
会
研
修

�
第
六
回
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

講
座

Ｂ
コ
ー
ス

日
時
…
平
成
十
二
年
一
月
二
十
九

日
〜
三
月
十
一
日
の
間
の

土
曜
日
六
回

各
十
三
時
〜
十
六
時
三
十
分

場
所
…
健
生
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

�
第
十
回
徳
島
県
理
学
療
法
士
学
会

日
時
…
平
成
十
二
年
二
月
二
十
日
�

十
二
時
〜

場
所
…
阿
波
観
光
ホ
テ
ル

�
第
十
五
回
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
交
流
セ
ミ
ナ
ー

日
時
…
平
成
十
二
年
三
月
十
九
日

十
時
〜
十
六
時
三
十
分

場
所
…
郷
土
文
化
会
館
大
会
議
室

徳
島
県
老
人
保
健
施
設

協
議
会
研
修
会

看
護
・
介
護
部
会

日
時
…
平
成
十
一
年
十
二
月

担
当
施
設
…
老
人
保
健
施
設

サ
ン
ケ
ア

リ
ハ
ビ
リ
部
会

日
時
…
平
成
十
二
年
一
月

担
当
施
設
…
老
人
保
健
施
設

健
祥
会
ハ
ー
ト

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
部
会

日
時
…
平
成
十
二
年
二
月

担
当
施
設
…
老
人
保
健
施
設
尚
花
苑

施
設
運
営
部
会

日
時
…
平
成
十
二
年
三
月

担
当
施
設
…
老
人
保
健
施
設

ハ
ー
モ
ニ
ー

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
…
平
成
十
二
年
二
月
十
八
日

場
所
…
徳
島
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー

テ
ー
マ
…
権
利
擁
護
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
役
割

講
師
…
大
阪
市
立
大
学

秋
山
智
久
教
授

介
護
支
援
専
門
員
の
実
務
研
修

も
無
事
に
終
え
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
本
番
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
介
護
支
援
専
門
員

の
専
門
性
を
高
め
、
資
質
の
向
上

と
知
識
・
技
術
の
普
及
を
図
る
た

め
に
も
、
協
会
へ
の
入
会
が
ま
だ

の
方
は
是
非
と
も
入
会
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
会
費
納
入
の
お
願
い

入
会
金
な
ら
び
に
年
会
費
が
未

納
の
会
員
の
方
、
送
付
し
ま
し
た

振
込
み
用
紙
に
て
納
入
を
お
済
ま

せ
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

�
協
会
事
務
局

阿
波
郡
阿
波
町
字
北
整
理
一
―
一

�

〇
八
八
三－

三
五－

六
〇
八
五

�

〇
八
八
三－

三
五－

六
三
〇
四

�
徳
島
事
務
局

徳
島
市
勝
占
町
惣
田
九

�

〇
八
八－

六
六
九－

三
〇
〇
一

徳
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

会
員
総
数

一
〇
六
二
名

医
師

一
五
七

看
護
士
・
婦

四
一
七

歯
科
医
師

一
七

歯
科
衛
生
士

一
五

薬
剤
師

七
四

理
学
療
法
士

四
一

作
業
療
法
士

一
〇

社
会
福
祉
士

四

介
護
福
祉
士

四
一

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士

一
五

鍼
灸
師

一

柔
道
整
復
師

六

保
健
婦

五
七

助
産
婦

二

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等

一
九

相
談
指
導
員

一
〇

施
設
長

五

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

三
三

生
活
指
導
員
等

二
二

寮
父
・
母

一
三

そ
の
他

二
二

不
明

九
二

編
集
後
記

徳
島
県
介
護
支
援
専
門
員

協
会
ニ
ュ
ー
ス
も
今
号
で
３

刷
目
を
迎
え
た
。
今
号
は
、

平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
の

準
備
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る

過
渡
期
の
現
状
に
鑑
み
、
誌

面
を
増
や
し
て
掲
載
内
容
の

拡
充
を
図
っ
た
。

平
成
十
二
年
一
月
ご
ろ
に

は
報
酬
額
も
決
定
さ
れ
る
の

で
、
今
後
は
、
高
齢
者
か
ら

の
辛
口
の
ご
意
見
や
ケ
ア
の

現
場
で
の
課
題
が
飛
び
出
し

て
き
そ
う
で
あ
る
。
介
護
支

援
専
門
員
が
本
領
を
発
揮
す

る
時
期
が
到
来
し
て
い
る
。

制
度
の
変
化
、
地
域
の
実

態
、
様
々
な
意
見
や
問
題
を

的
確
に
把
握
し
、
制
度
運
営

の
要
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

会
員
や
関
係
事
業
所
に
求
め

ら
れ
る
情
報
の
掲
載
に
今
後

も
努
力
し
た
い
と
思
う
。
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日 時…平成１２年１月３０日 １２時３０分～１６時
場 所…大塚講堂（徳島大学キャンパス）
テーマ…サービス調整会議と介護支援専門員の役割

講 師：山上久先生

モデル・サービス調整会議（ケアカンファレンス）
・在宅版
・施設版

特別養護老人ホーム
療養型病床群

インターネット コーナー
介護保険問題 ●超高齢社会をまえに（http : //www. asahi. com / paper / special / kaigo / irokin-qa. html）

１９９９年１１月３日朝刊
Ｑ＆Ａ 家族への慰労金

息子 介護保険で「慰労金」っていうのが出ることになったんだって。
父 いや、あくまで介護保険とは別なんだ。介護サービスは使わないで家族で身内のお年寄りのお世

話をしたとき、お金をもらえるというアイデアだ。与党の自民、自由、公明が合意して出すこと
にしたんだ。

息子 うちも、おばあちゃんがいるからもらえるね。
父 おばあちゃんは、食事やトイレは１人で済ませられるだろう。介護の必要度が低いお年寄りは対

象にならない。寝たきりや痴ほうなど、要介護認定で一番重い「要介護５」か「要介護４」と認
定された人だけに限られそうだ。

息子 ４とか５とか、どうやって決まるの？
父 介護サービスを受けたい人は市町村に申請して訪問調査を受け、コンピューターによる１次判定

の後、保健や医療、福祉の専門家で構成する「介護認定審査会」で介護の必要度を判定するんだ。
不服があれば都道府県の「介護保険審査会」に申し立てもできる。

息子 ４と５って、どのぐらいの人が対象になるの。
父 ほとんどつきっきりで介護が必要な人で、全国に２５万人ぐらいいるらしい。でも慰労金は全員に

支給されるわけじゃない。お年寄りの所得が低いことや、１年間、介護保険でホームヘルパーの
世話にならないことなども条件になりそうだ。

息子 いくらもらえるの
父 年に１０万円までが有力だね。自民党内には、毎日２万円か３万円ぐらい支給しては、という意見

もあるけど。
息子 たくさんもらえたほうがうれしいのに。
父 でもね、慰労金が多いのは必ずしも好ましくないんだ。生活費などに使おうとして、介護保険の

サービスを受けない家庭が増えるかもしれないからね。「お金さえあげればサービスは充実させな
くてもいいだろう」と考える市町村だって出てくるかもしれない。

息子 そうか。
父 寝たきりのお年寄りに現金を配る制度を続けてきた自治体もあるけど、これが本当に助けになる

のか疑問に思い、見直しや廃止を考える所も出てきた。介護保険の目的からも外れるから、家族
の苦労に報いるという別枠の形にしたんだよ。

息子 お金じゃないとだめなの。
父 それは市町村の自由だ。紙おむつの支給とか、家族を対象にした介護教室の開催などでもかまわ

ないようだよ。
息子 慰労金はだれが出すの。
父 国が借金して出すことになると思うけど、全額かどうか……。与党は「市町村に負担をかけない」

というが、政府は市町村にも半額出してほしいみたいだ。
息子 介護の問題なのに慰労金は介護保険とは別だなんて、わかりにくいね。
父 でも介護保険の中にも、家族を介護するとお金がもらえる場合もあるんだぞ。
息子 えっ？
父 世話をする家族がホームヘルパー資格を持つ場合さ。家族を介護する時間が、ヘルパーとしての仕

事時間の半分未満とか、入浴などの身体の世話に限るとかの条件があるけどね。厚生省の審議会で
も「現金を支給すれば家族が介護に縛り付けられる」と反対の声があった。でも、離島とか山村では
ヘルパーが足りなくなる心配もあるから「ヘルパー支援」として認めたんだ。

息子 お年寄りの介護って、なんだか、お金で済む問題じゃなさそうだね。
父 おまえも分かってきたね。自民党の亀井静香政調会長は「子が親の面倒を見る美風を大切にすべ

きだ」と言うけど、お金を配れば美風が守られるのかな。家族の愛情ある介護は本当に大事だけ
ど、精神的、肉体的に限界がある。介護保険はその負担を和らげる仕組みなんだけどなあ。

（政治部・津川章久）
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（津田式ケアプランを学びたい方が数人集まり
『秋桜会』を結成致しました。）

第一回セミナー １２月２６日
午後１時３０分～４時３０分

議 題 「ケアプラン」を効率よく行うための方法

ケアプラン策定で悩んでおられる方、一緒に勉強しましょう！

資料：「施設から在宅へのケアプラン（step １．２）」

『秋桜会』ケアプラン・セミナーのご案内
場 所 フェニックス

参 加 費 資料・お茶代 五百円

申し込み・連絡先 老人保健施設『フェニックス』

� ０８８－６４２－３６３３ � ０８８－６４２－８０２１

共 催 医療法人 明和会＆Ｎ・Ｍ・Ｓ

『秋桜会』では、毎月二回
（第二・四日曜日）公開ケア
プラン・セミナーを開催致し
ます。参加ご希望の方は、
ファックスまたは電話にて下
記にお申し込みください。

お 知 ら せ

第２号 平成１１年１２月２０日（８）徳島県介護支援専門員協会ニュース


